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令和８年度 古賀市ひきこもり状態にある方に関する実態調査 

（報 告） 

 

１．実態調査の実施及び概要 
■経 緯 

 昨今、「２０２５年問題」や「８０５０問題」などにおいて当事者や親の高齢化が叫ばれ

るなか、介護、障がい、保健、生活困窮などさまざまな分野において、「ひきこもり」が深

刻化しています。 

 令和６年４月には孤独・孤立対策推進法が施行され、孤独・孤立の状態にある方の立場に

立ち、状況に応じた支援を継続的に行うことや、令和７年１月には、「ひきこもり支援ハン

ドブック～寄り添うための羅針盤～」が作成され、ひきこもり支援の在り方も「自立」から

「自律」へ向けたオーダーメイドの伴走型支援へと変化してきているところです。 

 目に見えづらい「ひきこもり」について、市としてめざす支援の方向性を実現するために

実態調査を行い、得られた調査結果を、次年度以降の支援方針・事業化判断のための基礎資

料として活用することとしています。 

 

■対 象 

市内在住の１５歳以上（中学生除く）の「ひきこもり」状態にあると思われる方（寝たきり

等の身体的な事情によるものは除く）及びその関係者。 

 

【ひきこもりの定義】 

 仕事や学校に行かず（行けず）、かつ家族以外の人との交流をほとんどせずに６か月

以上続けて自宅にひきこもっている状態（厚生労働省定義） 

（たまに買い物等に出かけられることを含む） 

 

＜補足説明＞令和７年１月に厚生労働省が作成した「ひきこもり支援ハンドブック～寄り添うための羅

針盤～」では、ひきこもり支援対象者のひきこもり期間は問わないこと、本人だけではなく家族も支援

対象者であると定義された。 

 

■調査方法 

①当事者・家族向け調査 

【調査方法】 

 市広報誌、市公式ホームページ、市公式ＬＩＮＥをはじめとするＳＮＳ等で全体にむけて

周知し、ひきこもり当事者、家族、関係者等に該当する方が WEBアンケートにより回答い
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ただけるよう依頼しました。 

【調査期間】 

  令和８年６月１５日～７月１５日 

 【調査結果】 

  回答件数：１８件 

 

②関係相談機関（支援者）向け調査 

 相談業務に関わる関係機関あてに、把握しているひきこもり情報について回答を依頼しま

した。 

【調査対象機関】：市内相談支援機関（生活困窮者自立相談支援機関、子ども・若者相談室、 

基幹相談支援センター、地域包括支援センター、民生委員・児童委員、 

ＣＳＷ（社会福祉協議会）） 

【調査期間】 

  令和８年６月１５日～７月１５日 

 【調査結果】 

  回答件数：４９件 

 

■調査フロー 

 

①当事者・家族向け調査 ②関係相談機関（支援者）向け調査 

ひきこもり当事者・家族 
相談支援機関 

包括・ＣＳＷ 
民生委員・児童委員 

4月 WEB調査票確認 説明文作成、調査票（紙）内容確認 

5月  各相談機関への依頼 

6月 
HP・SNS周知 

調査開始 
調査開始 6月期定例会にて依頼 

7月 調査終了 調査終了 

8月 集計 
集計・分析 

9月 分析 

１０月 分析結果を踏まえた事業計画の検討 
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２．実態調査の結果 
 
（１）当事者・家族向け調査 

 

１．回答者について 

回答者の立場 件 数 割 合 

同居の家族 １０件 ５５．６％ 

ひきこもり状態にある方（本人） ６件 ３３．３％ 

別居の家族 ２件 １１．１％ 

合 計 １８件 １００％ 

回答者は『同居の家族』が最多（５５．６％）で、本人回答も３３．３％を占めました。 

 

 

２．ひきこもり状態にある方の年齢 

年齢層 件 数 

１５～１７歳（中学生を除く） １件 

２０～２４歳 ２件 

２５～２９歳 ３件 

３０～３４歳 ２件 

３５～３９歳 ３件 

４５～４９歳 ５件 

５０～５４歳 １件 

７０歳代 １件 

合 計 １８件 

３０～４９歳の中高年層が最多（１０件・約５６％）、４５～４９歳（５件）が最も多い年

齢層となりました。 

 

 

３．ひきこもり状態にある方の性別 

性 別 件 数 割 合 

男性 １３件 ７２．２％ 

女性 ４件 ２２．２％ 

回答しない １件 ５．６％ 

男性が７割以上を占める結果となりました。 

 



 

4 

 

◇ひきこもり状態にある方の年代・性別一覧 

年代 男 女 不明 計 割合 

１０代 １ ─ ─ １ ６％ 

２０代 ２ ２ ─ ４ ２２％ 

３０代 ３ ２ ─ ５ ２８％ 

４０代 ５ ─ １ ６ ３３％ 

５０代 １ ─ ─ １ ６％ 

７０代 １ ─ ─ １ ６％ 

計 １３ ４ １ １８ ─ 

割合 ７２％ ２２％ １１％ ─ ─ 

幅広い年代の方について回答をいただきました。 

 

 

４．世帯状況 

世帯状況 件 数 

家族と同居 １７件（９４．４％） 

ひとり暮らし １件（ ５．６％） 

同居家族の内訳（複数回答） 

 同居家族 件 数 

父母 １２件 

兄弟姉妹 ５件 

子・孫 ３件 

祖父母 ２件 

その他（母と義父など） １件 

計 １７件 

ほぼ全員が家族と同居しており、父母との同居が最多となっています。 

 

 

５．ひきこもり状態の期間 

期 間 件 数 割 合 

１年未満 ３件 １６．７％ 

２～５年 ２件 １１．１％ 

６～９年 ３件 １６．７％ 

１０～２０年 ８件 ４４．４％ 

２１年以上 １件 ５．６％ 
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不明 １件 ５．６％ 

１０年以上の長期化が約半数（９件・５０％）を占め、深刻な長期化の実態が明らかとなっ

ています。 

◇ひきこもり状態の期間（年代別一覧） 

年代 １年未満 ２～５年 ６～９年 10～20年 21年以上 計 

１０代 １ ─ ─ ─ ─ １ 

２０代 １ ─ ─ １ ─ ２ 

３０代 １ ─ ２ ２ ─ ５ 

４０代 ─ ２ ─ ３ １ ６ 

５０代 ─ ─ １ ２ ─ ３ 

７０代 ─ ─ ─ １ ─ １ 

計 ３ ２ ３ ９ １ １８人 

若い年代のひきこもり状態の期間は比較的短いのに対し、稼働年代におけるひきこもり状態

が長期化していることがわかります。 

ひきこもり期間が長くなった理由としては、不登校や離職、家庭の事情以外には「疾病」が

一番多く挙げられていました。 

 

 

６．ひきこもり状態になったきっかけ（複数回答） 

きっかけ 件 数 

不登校 ８件 

疾病（精神的なもの） ７件 

職場になじめず ５件 

失業・退職 ４件 

性格的なもの ４件 

病気やケガ ２件 

就職活動がうまくいかなかった １件 

受験でのつまづき １件 

事故や犯罪被害 １件 

わからない １件 

不登校（８件）・精神疾患（７件）・職場不適応（５件）が主な３大要因となっていますが、

複数のきっかけが重なるケースも多くなっています。 
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ひきこもり状態になったきっかけ（年代別一覧） 

 不登校 受験

での

つま

づき 

就職

失敗 

職場

にな

じめ

ず 

失業･

退職 

病気

やケ

ガ 

疾病

（精

神的

なも

の） 

性格

的な

もの 

事故・

犯 罪

被害 

わから

ない 

小 ･中

学校 

高校 

10代 ─ １ １ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 

20代 ３ １ ─ １ ─ ─ ─ １ ─ ─ ─ 

30代 ２ ─ ─ ─ ２ ─ ２ １ ２ １ １ 

40代 １ ─ ─ ─ ３ ３ ─ ４ ２ ─ ─ 

50代 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ １ ─ ─ ─ 

70代 ─ ─ ─ ─ ─ １ ─ ─ ─ ─ ─ 

計 ６ ２ １ １ ５ ４ ２ ７ ４ １ １ 

若い世代では「不登校」の割合が高くなっており、稼働年代では「疾病（精神的なもの）」

が一番多く、職場の不適合や失業、退職といった職場に起因する理由が多くなっています。 

Ｑ５の回答では３０代以上のひきこもり期間が長期化していることから、疾病や職場不適応

がきっかけとなり、長期のひきこもり状態にいたっていると考えられます。 

 

不登校の原因（複数回答） 

集団行動との相性 ７ 

親との関係性 ５ 

不安・抑うつ ５ 

感覚過敏 ４ 

体調不良 ４ 

家庭が抱える複雑な事情 ３ 

いじめ ２ 

教職員との関係 ２ 

学業不振 ２ 

生活リズムの乱れ ２ 

無気力 ２ 

いじめ以外の人間関係 １ 

部活動での悩み、トラブル １ 

その他 １ 

１０～４０代がひきこもり状態になったきっかけに「不登校」を挙げており、その原因につ

いては「集団行動との相性」が一番多く、次いで親との関係性や不安・抑うつ、感覚過敏と

いった順になっています。周囲の環境への適応が難しい状態におかれ、結果、不登校へつな
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がっているケースが多いと考えます。 

 

 

７．外出の状況 

外出頻度 

外出頻度 件 数 

必要に応じて外出することもある １５件（８３．３％） 

自室から出るが、家から出ない ２件（１１．１％） 

その他  １件（ ５．６％） 

外出先（複数回答） 

外出先 件 数 

医療機関 １３件 

近所のコンビニやスーパー １１件 

趣味の用事 ９件 

理・美容室 ７件 

その他（外食・家族行事など） ２件 

家から出られない方が２名おり、外出できる場合も医療機関への通院が最多となっています。 

 

 

外出先（年代別一覧） 

年代 
趣味の用事のと

きに外出する 

近所のコンビニ

やスーパーなど

には出かける 

医療機関な

どに出かけ

る 

理・美容室

などには出

かける 

その他 

１０代 １ １ ─ １ ─ 

２０代 ４ １ ３ １ １ 

３０代 ２ ３ ５ ２ ─ 

４０代 １ ５ ４ ２ ─ 

５０代 １ １ １ １ １ 

計 ９ １１ １３ ７ ２ 

全ての年代を通して、「必要最低限の外出（医療機関や買い物）」は可能であると回答してお

り、完全に社会から隔離されているわけではない層が多いことが特徴です。 
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８．相談・支援の状況 

現在の支援状況 

状 況 件 数 割 合 

支援を受けている ７件 ３８．９％ 

相談したことはあるが支援は

受けていない 
４件 ２２．２％ 

相談をしたことがなく支援を

受けていない 
６件 ３３．３％ 

わからない １件 ５．６％ 

支援につながっていない方が約６割。 

 

現在の支援状況（年代別） 

年代 
支援を受けて

いる 

相談したことは

あるが、支援を

受けていない 

相談をしたことが

なく、支援を受け

ていない 

わからない 

１０代 ─ １ ─ ─ 

２０代 ３ １ １ ─ 

３０代 ２ １ １ １ 

４０代 １ １ ３ ─ 

５０代 １ ─ ─ ─ 

７０代 ─ ─ １ ─ 

計 ７ ４ ６ １ 

受援中の方や、すでに相談窓口につながったことがある方は６割を超えている一方、支援を

受けていない方も約６割となっています。当事者が望むものに足りないのか、相談から支援

に移行するまでに何か課題があるものと考えます。 

 

相談・支援先 

相談先 件 数 

医療機関（病院など） ４件 

行政機関（市役所、保健センターなど） ３件 

民間の支援機関（ＮＰＯ法人など） ２件 

その他（ハローワーク・電話相談等） ２件 

医療機関で相談支援を受けている方が多く、次いで行政機関となっています。 
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９．相談・支援を受けていない理由 

本人側の理由 

理 由 件 数 

話すことが苦手・対人恐怖の気持ち １件 

家族側の理由 

理 由 件 数 

どこに相談して良いのか分からない・誰に相談してよ

いかわからない・どうしたらよいかわからない・支援

があると知らなかった 

４件 

本人が拒否するから ３件 

体調が悪い １件 

ひきこもり状態にある方（本人）６名のうち、４名は支援を受けていて、支援を受けていな

い２名のうち１名は対人面での障壁を感じているようです。 

一方、家族側の理由として相談先がわからないなど、既存の相談窓口の周知徹底が課題とな

っています。加えて、過去に市の福祉相談窓口において対応が不十分だったなど、支援(相

談)機関への不信・不満が一部の回答に見られました。 

 

 

１０．求めているサポート 

本人が求めるサポート（複数回答） 

サポート内容 件 数 

気軽に相談できる窓口 ３件 

社会体験の場 ３件 

生活の支援 ２件 

その他（静かな場所、不安感から支援内容を

思いつかない） 
２件 

悩みを話し合い、集える場所 １件 

仕事探しの支援 １件 

メタバースなど匿名で悩みを話し合い集え

る場所 
１件 

自宅への訪問 １件 
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本人が求めるサポート（年代別） 

年代 
気軽な相

談窓口 
社会体験 生活支援 

集える場

所 

仕事探

し 

メタバ

ースな

ど 

自宅へ

の訪問 
その他 

１０代 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 

２０代 ─ ─ １ ─ ─ ─ ─ ─ 

３０代 ３ ３ １ １ １ ─ １ ─ 

４０代 ─ ─ ─ ─ ─ １ ─ １ 

５０代 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ １ 

７０代 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 

計 ３ ３ ２ １ １ １ １ ２ 

「気軽に話せる相談窓口」と「社会体験の場」が一番多くなっており、支援を受けていない

と回答した両名ともに、その２つを挙げています。 

 

家族が求めるサポート 

サポート内容 件 数 

気軽に相談できる窓口 ７件 

生活の支援 ６件 

社会体験の場 ５件 

福祉サービスの申請支援 ５件 

悩みを話し合い、集える場所 ４件 

仕事探しの支援 ４件 

医療機関の紹介 ３件 

メタバースなど匿名で悩みを話し合い集え

る場所 
３件 

自宅への訪問 ２件 

家族からは「気軽に相談できる窓口」へのニーズが最も高く（７件）、本人・家族ともに相

談しやすい環境の整備が求められていると考えます。 

 

 

１１．家族の困りごと 

困りごと 件 数 

当事者の将来（親亡き後）の生活設計 ９件 

家族自身の心身の不調・ストレス ７件 

経済的な負担（生活費、医療費など） ６件 
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家庭内暴力（暴言・暴力）がある ３件 

近隣の目が気になる ３件 

どこに相談すればよいか情報が無い ３件 

当事者とのコミュニケーションが取れない ２件 

「親亡き後の生活設計」が最多（９件）で、将来への不安が家族の最大の悩みとなっている

ようです。加えて本人だけでなく、家族自身の心身の不調や、経済面・家庭内暴力に対する

ケアも強く求められています。 

  

 

１２．自由記述・行政への意見 

 

 たくさんの方から多くのご意見をいただきました。 

 当事者は、思いどおりにいかない現状への苦悩や、今後の生活の不安など、さまざまな

思いを抱えていらっしゃることがわかりました。 

 

 また、そのご家族から、当事者との関わりかたに苦慮されている様子や、親亡き後の生

活への心配などが見られました。 

  

 お寄せいただいた回答は、今後の施策検討に活かしてまいります。 
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（２）関係機関（支援者）向け調査 

 

１．回答者について 

回答者の属性 

属 性 件 数 割 合 

民生委員・児童委員 ３６件 ７３．５％ 

その他（保健師・学校職員・受託業者等） ７件 １４．３％ 

地域包括支援センター ２件 ４．１％ 

市職員 １件 ２．０％ 

介護支援専門員 １件 ２．０％ 

（空白・不明） ２件 ４．１％ 

合 計 ４９件 １００％ 

回答者の約７割が民生委員・児童民生委員であり、地域の見守り役が中心となっています。 

 

２．ひきこもり状態にある人の有無 

回 答 件 数 割 合 

いる（いた） １７件 ３４．７％ 

いない １８件 ３６．７％ 

わからない ９件 １８．４％ 

聞いたことはあるが、詳細は

把握していない 
５件 １０．２％ 

合 計 ４９件 １００％ 

「わからない・詳細不明」を合わせると１４件（２８．６％）が実態を把握できておらず、

潜在的なひきこもり状態の存在が示唆されます。 

 

３．当事者の年代・性別（いる・いた）１７件 

年代 

年 代 件 数 

１５歳（中学生除く）～１９歳 ３件 

２０代 １件 

３０代 ３件 

４０代 ２件 

５０代 ５件（最多） 

６０代 １件 

７０代 １件 
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不明 １件 

５０代が最多（５件）で、次いで１０代後半・３０代が各３件でした。１０代から７０代ま

で幅広い年代にひきこもり状態にある方が存在しています。 

性別 

性 別 件 数 

男性 １３件 

女性 ４件 

男性が約４分の３（７６．５％）を占めました。 

 

 

４．対象者の同居者（複数回答・１７件） 

同居者 件 数 

父母 ６件 

ひとり暮らし ４件 

兄弟姉妹 ２件 

配偶者・パートナー ２件 

その他（母子家庭・母と弟等） ４件 

把握していない ０件 

子・孫 ０件 

祖父母 ０件 

父母との同居が最多（６件）。ひとり暮らしも４件あり、孤立した状況にある方も一定数存

在します。 

 

 

５．ひきこもり状態になったきっかけ（複数回答・１７件） 

きっかけ 件 数 

不登校 ５件 

疾病（精神的なもの） ５件 

職場になじめなかった ３件 

失業・退職 ２件 

性格的なもの ２件 

受験でのつまづき １件 

就職活動がうまくいかなかった １件 

把握していない ４件 

その他（家族との関係、部活動トラブル、 ４件 
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産後鬱・更年期、いじめ等） 

不登校・精神疾患が各５件で同率首位。「把握していない」も４件あり、支援者が実態を把

握しきれていないケースも多くみられます。 

 

 

５．ひきこもり状態の期間 

期 間 件 数 

１年未満 ２件 

２～５年 ２件 

６～９年 ２件 

１０～２０年 ４件 

２１年以上 １件 

把握していない ３件 

未記入 ３件 

合 計 １７件 

１０年以上の長期化が５件（把握分の約４５％）を占め、長期化の深刻さが支援者側の調査

でも確認されました。 

 

 

６．対象者の外出頻度 

外出頻度 件 数 

必要に応じて外出している ７件 

自室からは出るが、家からは出ない ３件 

自室からほとんど出ない １件 

把握していない ２件 

その他（ゲームなどほしい物がある時のみ、

決められた人とのみ面談可等） 
２件 

未記入 ２件 

 

 

７．状況把握の方法（複数回答・１７件） 

把握方法 件 数 

家族からの相談 １１件 

近所からの相談 ３件 

その他（前民生委員からの引継ぎ、近所の人等） ３件 
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本人からの相談 １件 

職務上の訪問等で確認 ０件 

「家族からの相談」が圧倒的多数（１１件）で、ひきこもり状態にある方の把握は家族から

の情報に大きく依存している実態が明らかです。 

 

 

８．対象者等が抱えている問題（複数回答・１７件） 

問 題 件 数 

対象者の将来（親亡き後）の生活設計 ９件 

対象者の家族の負担が大きい（家族が抱える

心身の不調・ストレス） 
９件 

家族の高齢化 ７件 

対象者に社会とのつながりがない ７件 

経済的困窮（生活費、医療費など） ６件 

対象者と会えない、コミュニケーションが取

れない 
６件 

対象者の健康上の問題 ５件 

対象者の状態にあった就労先がない ４件 

対象者に就労経験がない、または乏しい ３件 

対象者の騒音等の行動 ２件 

家庭内暴力がある、またはそのおそれがある ０件 

その他 ５件 

※「その他」の内訳：セルフネグレクト、生きる気力がない、精神疾患による、近所の児童

に対して必要以上の行動、発達特性がある場合の２次障がい等。 

「親亡き後の生活設計」「家族の負担」が各９件で最多。８０５０問題に象徴される家族全

体の困難が浮き彫りになっています。 

 

 

９．日頃の業務・支援の状況（１７件） 

状 況 件 数 割 合 

現在、支援を行っている（訪問・声かけ等含む） ８件 ４７．１％ 

以前、支援を行っていたことがある ４件 ２３．５％ 

特に支援は行っていない・行ったことはない ４件 ２３．５％ 

未記入 １件 ５．９％ 
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支援の内容 

・家族への接し方・病院受診等についての助言 

・金銭管理面について日常生活自立支援事業等の担当（社協）へのつなぎ 

・兄への連絡・弁護士への情報提供・本人自宅訪問（ライフライン停止ケース） 

・自治会行事・スポーツクラブへの誘い、LINEでの様子確認 

・自治会でのバーベキュー案内・公民館集まりへの声かけ 

・近所への訪問・傾聴 

・保健担当として訪問後、福祉部局と同行訪問し引継ぎ 

・特定の人を通じた間接的な支援 

 

 

１０．支援に対する困難度（複数回答・１７件） 

困難な点 

精神疾患や発達障がいの疑いがあるが受診につながらない 

支援者の専門知識、スキルや経験が十分でない 

家族の協力が得られない 

セルフネグレクト状態である 

支援者の人員不足 

家族から、早急な自立や就労をさせるよう求められる 

激しい暴力・暴言がある 

その他（家族・近所の人など当事者以外の支援が必要、家族の支援希望がな

かった等） 

「精神疾患・発達障がいの疑いがあるが受診につながらない」が最多（６件）で、医療機関

との連携強化が急務です。 

 

 

１１．必要な支援の内容（全４９件対象・複数回答） 

必要な支援 件 数 割 合 

気軽に相談できる窓口 ３５件 ７１．４％ 

自宅への訪問 ２８件 ５７．１％ 

悩みを話し合い、集える場所 ２８件 ５７．１％ 

福祉サービスの申請支援 ２４件 ４９．０％ 

生活の支援 ２２件 ４４．９％ 

社会体験の場 １６件 ３２．７％ 

医療機関の紹介 １５件 ３０．６％ 
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メタバースなどを活用した、匿名での交

流・相談の場 
１１件 ２２．４％ 

仕事探しの支援 １０件 ２０．４％ 

その他（家族への支援、専門職を中心とし

た体制整備等） 
３件 ６．１％ 

「気軽に相談できる窓口」が最多（３５件・７１．４％）。次いで、「自宅への訪問」「悩み

を話し合い、集える場所」が各２８件（５７．１％）で続き、アクセスしやすい相談体制と

居場所づくりへのニーズが高いことがわかります。 

 

 

１２．自由記述（主な意見） 

 

たくさんの方から多くのご意見をいただきました。 

 

 支援者として、当事者やその家族へのアプローチについて困難を感じていることや関

係機関同士での連携の必要性、個人情報の取扱いの難しさなどが挙げられており、支

援者自身の対応スキルなどについて相談する専門の窓口を求める声も見受けられま

した。 

 

 お寄せいただいた回答は、今後の施策検討に活かしてまいります。 
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３．実態調査の結果 
 

（１）当事者・家族向け調査 

 

  今回の調査には、当事者からも多数の意見を得られ、関心の高さが感じられました。 

  内閣府の全国調査に基づくひきこもり状態の推計人数から考えると、回答数の割合は決

して高くないと考えられることから、今回の各項目における指標については、ひきこもり

の典型というよりは、一定程度関心のある層の意見の反映ととらえるのが妥当ではないか

とも考えます。 

  行政などに望むこととしては、気軽に相談できる場所や社会体験の場といった、きっか

けとなる機会についてのものが多くありました。相談窓口については、既存の相談支援体

制があるものの、情報がうまく伝わっていないことや、相談からの支援体制が十分でない

のではないかとも考えられます。 

  市としては、今後も情報発信に努めるとともに、相談支援体制の一層の充実と、集える

場所といった現在不足している資源についても整備していく必要があるものと考えます。 

 

（２）関係機関（支援者）向け調査 

 

  関係機関調査については、民生委員・児童民生委員をはじめ多くの支援者にご協力をい

ただきました。ひきこもり状態にある方については回答者の把握している情報に基づいて

いるため、対象者が重複している等単純に数値で判断することは難しいですが、年代が高

くなるほどひきこもり期間が長期化するなど、「(１)当事者・家族向け調査」の結果と同

様の傾向もみられました。 

  必要と考える支援についても、相談窓口へのアクセスや社会体験先の充実、支援機関同

士の連携に加えて支援者の知識・スキルを補う体制の整備など、多くの意見をいただきま

した。 

 

 

４．資料 
（１）当事者・家族向け調査 調査用紙 
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（２）関係機関（支援者）向け調査 調査用紙 
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